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A 194　 クッ秀一の晶質にぬよぼ丿 鶴卯かj: a'食塩の影奮･こついて
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i.      S的　 児童。 お や-?  とI  ・ のク ヅキ ―inJ . 栄 養価のift い鶏(>ip<r> ,   多 一ヽ足 のか｡`望４ い ヽ

と考え$  in ゐ涸` ヽ鶴 卵 左多 く噂 かと口ざり') 加硬 くな ゐ 乙いう教 色-9＼"め ゐ。々こで 、ワ ッ

キ-  iこあヽ X ぼ･す鶏 卯の影 響 と明 夕か にタ ゐ だ､め、卵 黄 と卵 白･こ匂け て検討 差行 う半 とした。

又、ｸﾞﾙ すンり 賎 に関 チ すゐ食塩夕 和響･こつ いて凌 若干・ 蔵 封 を試 砂た。

2.　 方法　 爪 麦粕 、砂 糖 、S- ョ ート エ ムグ 、 べヽ－4  ムアノ＼･ウダ ー 乏夫還暦耕 とし 、水 と食

塩 色加え て常城 により調製 し た毛 の 左標 準 クッ キー としヽ水 力量 、脂肪量 教同 じ に^r ゐ様

、卵 黄T や又は卵 白12 ﾂ・゙でもヽ ､きヵヽ え た卯爽 ワヅキー 、卵 白 クッキ ー 、卵 貞 クッキ ー に食塩

き如 え^j ヽヽ 奇塩卵 黄ク ツ斗一 と網製し た。こ 収う4 廸 り クヅキ ーについ て.  硬 さヽ峻 ろt

の測 之
■
 香麦別 勿り 分析 、官能殿 査 を行 い 、ロ さヽ め り、香 り 、食 威 左比 較 した。

3.    劫果　 ダ イナ デ ラフ と避 度叶･こよゐ冽 史 は 、卯白 ク ヅキ ー加最 七硬 く 。岑

キーが最 もぞ/t)夕かく恵 ろ いという袖果 左示 むた。 これ･a 官能旋 査 で毛確 認 い ルだ 、香 気

噂痍 吻のif スワ ロ マト デ ラス ーフ ば 、せ いリ ーキ香 左角寸 ゐZバs－ジメ今ﾙ 一斗吋 キシ-3(£H)-

フラノ.ンが筒塩卵 衆グッーキーに最 七多く 、標 準 クヅキ 一には認 ありi  な 力ヽ つた 。又 、卵 自

クッ キ ーに は悪臭 のヽ ずるfc.° ーク*^ヽ 多<  総 めi> >ii t: .   こ 此か ま官能痩克 ヤ七蔵さ 此 だ。 官能

超^ ・ 稜 合判 所で毛-  弗塩 卵 黄クッキ ー 私゙刺-i  此卵白 ク■yキ ーは殯､め肛た 。以上 か$ 、岬

爽 は口さ･ヽめりき良く し分い香 りを生 公 させ る徊 、卯 白Id:口さヽ めヽ') を硬 くし 、りo  之悉く１

かりで 、ク ヅキーIこは卵貞 の み硬 用i 々 の糎望^ し い凛 加聊卜 た。 又、食塩 はロ､さヽ■thりと

硬 くし 、甘 い香 りの主咸 きぶpえ ゐ妙 用加見 ろ九 、加 えnj;い ち加良 いと考え 弔此た。
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目的 ク ，ヽ々－,は痢脂s 参看x-J^

a:,  時k  レ･ご凍(- 生類 鳳 がｷU うヽこい ヽ･あ る. 浄品申のr-ヽ・ アンの徊崔漢i  旋 応か こ永め

むXik ） ゐ?  ダ･， ク ，ヽ々 －1こ関して,   こり と,浩茸翻1--;検討レ仁耕党if 見あrバ ぱい。 木雖

宍は，; ヽ･ペ ー･･匯 れ

方法 拉 衣は齢 μ）い こ対 レ, 昂 進バ夕一%  /め,7 ら 嶋 砂 脂 直20, /Oパ りふ ３段 階 とレ，

生地中の氷か参川司りヽ r. tj: るよ八 水t- 調整し丿丿4 種瘤i 試肘^ した｡･ は状はグ;  ズナユ

p メ ーターて･まに硬 い こもう ざ札 また芭満をに 色 打ﾋ 較 レた。鋼化A ＼よβ－アタ7  ーぞ･

フリレクナ一を茲 心'/S'l足 し仏 綱 払度i軋 組成n  ふ§ ま,ぺ 共r-,   携が泰桝（30 °C下＆2茄相

対殯戻すと，シ リカ'r-iレを入れ八 戸シ欠一ター中 ）の達ヽヽを経 睡|抑̂ （l 遠 吼　トヰ2

ヶ 月ノ>b 軟 レに

杉菜 娩き上州m 状^ 色､ -っ､ヽ て^t，L 値I*パ` ﾀ-,  砂糖量も り いi  Iにi I- 池､､値ｉ
叱値a  A- 7 つ 砂脈々 の力くリ2  ほlヽ (+)の高。値札 砂脈母。少小 もヽ咽 万 巻小゛ヽづ
の

タ

示

生

下

傑 仁に 六 によ 譜 絲 臨言几
し
池

す

に 牡 底面t-,も バーターj,辛 が同しヽヽ場冷，加 え1 砂お0)   '片卜 叶に 高 ヽヽ慎^ 示 したil<
すり り-fr- 同 回 薦 値に大羞 ゆλ らお榴 にA- 。伊洛 回礼^ 暦遁 にっ心 磋は厄

11≫ヽ ･■, 壽 段瞑で，タごシダーク一保 存試群｡べ^p' 心レ 蔵ふ高 心 恥, れた。


